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共同研究の概要

タイトル ウェルビーイングに関するアジア8ヶ国での国際⽐較インタビューデータの整備と公開
研究代表者 ⾦井雅之（専修⼤学）
共同研究者 ⽇本4名（うちROIS-DS教員3名）

韓国3，台湾2，モンゴル1，タイ2，インドネシア1，フィリピン2，ベトナム1
受⼊れ教員 前⽥忠彦先⽣
概要 2019〜21年にアジア8ヶ国で実施するウェルビーイングに関する半構造化インタビュー

調査データを，韓国社会科学資料院（KOSSDA）で研究者向けに公開するための整備を
おこなう．

意義 このインタビュー調査は，2015〜17年にアジア7ヶ国で実施し，2017〜19年度ROIS-DS-
JOINTの助成を得て2020年にKOSSDAでデータを公開したウェルビーイングに関する調査
票調査（SoWSA）の回答者を対象とした混合研究法として設計されている．インタ
ビュー調査データもKOSSDAで公開されれば，利⽤価値がさらに⾼まる．
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Social Well-Being Survey in Asia
(SoWSA)
• ⽂部科学省私⽴⼤学戦略的研究基盤形成⽀援事業の⼀

環として，⽇本，韓国，台湾，タイ，インドネシア，
フィリピン，ベトナムの7ヶ国で2015〜17年に実施し
た国際⽐較調査票調査
• ROIS-DS-JOINT「アジア7ヶ国におけるウェルビーイン

グに関する国際⽐較調査データの公開に向けたデータ
と⽂書の整備」（2017〜19年度）の助成を得て，
2020年6⽉に韓国社会科学資料院（KOSSDA）で研究者
向け⼀般公開
• 2021年2⽉までに972件のダウンロード
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SoWSA調査概要
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国 回収数 モード 実施時期 拠点機関

⽇本 11,786 ウェブ 2015年2⽉ 専修⼤学
韓国 2,000 ウェブ 2015年7⽉ ソウル国⽴⼤学
台湾 2,303 ウェブ 2017年7⽉ アカデミア・シニカ
タイ 995 対⾯ 2016年10-12⽉ チュラロンコン⼤学
インドネシア 1,248 対⾯ 2017年7-8⽉ インドネシア⼤学
フィリピン 1,065 対⾯ 2016年6-12⽉ アテネオ・デ・マニラ⼤学
ベトナム 1,094 対⾯ 2015年7-12⽉ ベトナム社会科学院



分析例1：主観的幸福度の分布
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分析例2：豊かさのパラドックス？
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分析例3：幸福度の規定要因

JP KR TW TH ID PH VN
男性 − −
年齢 − −
既婚 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
⼤卒 ＋ ＋ ＋ ＋
就業 − ＋
世帯所得 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
調整済R2 .124 .065 .045 .026 .072 .026 .045
N 10,421 2,000 2,291 938 1,193 1.055 1,050
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幸福度を従属変数とするOLS回帰分析．5%有意の係数のみ．
世帯所得は国ごとに第1四分位〜第3四分位を⽤いて4群に分類．



SoWSAデータ整備での主な課題

•調査票の設問項⽬などの不統⼀
• 標準調査票におけるダブルバーレルなどの不備
• 各国固有の問題関⼼

•社会経済的地位のコーディング
• 教育，職業，所得，…
• 国際標準分類（ISCO, ISCED）はあるものの…

•作業負担の特定の組織や⼈への集中
• KOSSDA，…
• コミュニケーションの滞り
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ウェルビーイングに関する
国際比較インタビュー調査

調査名 Happiness across the Life Course in eight Asian Countries
調査⽅法 共通プロトコルに基づく現地語での半構造化インタビュー
実施国 ⽇本，韓国，台湾，モンゴル，タイ，インドネシア，

フィリピン，ベトナム
対象者 性別（男／⼥），年齢（40-59歳／60-69歳），居住地域（都市部／村落部），

幸福度（低／中／⾼）を組み合わせた24名ずつを割当抽出
主な質問項⽬ • ⼈⽣で「最も幸福だった時期」と「最も不幸だった時期」

• それらの時期における社会関係資本（家族，地域社会，
職場の同僚，橋渡し型社会集団，政府）の役割

• ⼈⽣における幸福度の推移とその理由
研究資⾦ 科研費基盤研究(B)（2019-21年度）

「アジア型ウェルビーイングの社会的メカニズムを解明する国際共同研究」
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インタビュー関連書類（日本調査）
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研究説明書 同意書 インタビュー調査票



コロナ下での電話インタビュー（日本）

1. Skype でチャット会議室を開設
2. インタビュワー（＝研究者）を会議室に招待

ü固有のURLを知らせるか，アカウントを検索して登録
3. インタビュー開始前に，インタビュワーはPCから会議

室に参加（無料）
4. 会議室を開設した⼈が対象者の固定電話／携帯電話に

架電（Skypeクレジット利⽤）
5. 対象者につながれば，会議室に参加しているすべての

インタビュワーと対象者の間で，⾃由に通話が可能
6. Skypeの組み込み機能で会話内容の録⾳も可能

ü1か⽉間はSkype上でいつでも再⽣可能
üMP4動画ファイルとしてダウンロードも可能
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2021年2月時点での進捗
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国 計画対象者数 実査完了数 英語トランスクリプト完成数
⽇本 24 20 11
韓国 24 24 24
台湾 24 24 0
モンゴル 24 24 12
タイ 24 0 0
インドネシア 24 24 24
フィリピン 24 0 0
ベトナム 36 36 12



トランスクリプト例
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⽇本（R05） 韓国（R05）



分析例：幸福度の変化とその理由
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データ：モンゴル都市部調査2019



今後の予定

•⽇本調査のトランスクリプト作成
•全体ミーティング（2021/3/28，オンライン）
• 各国調査の実施報告
• 分析／研究成果公表⽅針の検討
• データ整備⽅針の確認
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